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図 Ｉ／Ｖ変換回路

増幅率はDACの内部抵抗rと
Rの比によって決まります。
つまり、R/rです。
もし、発振しそうな場合は、
Tr1とTr2のコレクタ－ベース間に
小容量のセラミックコンデンサを
入れると安定するかもしれません。
もちろん抵抗の代わりに定電流
ダイオードを使ってもかまいません。

回路の調整
1kΩの半固定抵抗を調整してTr3,Tr4に
1～2mA流れるように調整してください。
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